


















































































































































梢新柳出城墻」 （ 『和漢朗詠集』上、春）に想を得 の歌題か。
宮にて、はなによりて春をおしむといふ題を












































































声をほにあげて来る舟は天の門渡る雁にぞありける」 （ 『古今集』 秋上、二一二、藤原菅根）に同じ。②高天原にあったとされ 天上界への入り口の門。 ここでは②か。 『後撰集』 二 六 一 し の 「あまのとをあけぬあけぬといひなしてそらなきしつる鳥のこゑかな」に同じ。〇???
　
底本は「かへる」だが、他本に従い「かくる」と改
めた。 「隠る」に（錠を） 「懸くる」を掛け、 「あくれば」とともに「戸」の縁語となる【参考】 『詞花集』夏、六四に「土御門右大臣の家に歌合し侍りけるによめる
　
源頼家朝臣」の詞書で、 「よもすがらたたくくひなはあま
































【参考】結句を 「すずしかりけり （すずしかりける） 」 詠む例は、 「さよかきいづみの水のおときけばむすばぬそでもすずしかりけり」 （ 『後拾遺集』夏、二三三、源師賢） 、 「いつしかとあきのはつかぜふきぬれば心のうちはすずしかりけり」 （ 『相模集』三五一） 、 「河 の吹きく
「源頼実集」注釈稿上
（　　）6






















では満足でない、の意。【参考】 「ほととぎすまつほど こそ思ひつれきき の ちもねられざりけり」 （ 『後拾遺和歌集』夏、一九八、道命法師、 『赤染衞門集』














































































































































































































　「偏えに」に「単衣」 、 「来ぬ」に「衣」をそれぞれ掛ける。 「か

































































































賀茂神社の御印のこと。 『輔親集』 九五の 「ゆ


























































































相の鐘で日没の頃つく鐘。また、その音。 「いりあひのかね」の語は、この歌 ほかに大江匡房が「いとどいとどい あひのかねのかなしきにしで たをさのこゑきこゆなり」 （ 『江帥集』六三）と詠んだのみで、嚆矢の時代といえる ではないか。○????
　
めずらしい、まれな










つ。 『経衡集』一五の「うすくこくかきねににほふなでしこのはなのいろにぞつゆもおきける」 （ 『詞花集』夏、七一にも採られる）に歌語が共通する 〇????
　
夏から秋にかけて長く咲くことから、なで
































































る田。 『万葉集』で「妹が 門田を見むとうち出来し心も著く照る月夜かも」 （巻八・一五九六・ 持）など 古くから詠まれる。源経信の「夕されば門田の稲葉おとづれて葦のまろ屋に秋風と吹く」 （ 『信集』 、 『金葉集』秋・一七三）のように詠 れる。〇???????
　

















た歌に「夏の日の暮れゆく空の涼しさに秋のけしきを空に知るかな」（ 『和歌一字抄』九五八、義孝伊勢守）とあり、他に一首があるが、稀な表現である。○?????????????「久方の月のくまなき秋の夜は人の心もすみまさりけり」 （ 『新千載集』三九五・権大納言長家）他一首が取っている表現で、あまり用例はない。【参考】 「久方の月のくまなき秋の夜は人の心もすみま りけり」の歌は、
34番歌と全く下の句が同じである。権大納言長家は、頼実と同






はっきり見える月だけを眺めたのではない。曇りの夜も待ち遠しいもので（心の中で を思い ているよ。 ）
【語釈】○?????
　












































































































































































































































































































【参考】 「川ぎり」と「淀」を詠んだ歌は、 『長能集』一八二の「とりつなげみづののはらのはなれごまよどのかはぎり秋はたえせじ」の歌が古い例か。ほぼ同時代 匡房も「みやこをば秋とともにぞ立ちそめし淀の川霧いく夜へだてつ」 （ 『江帥集』一六九、 『新古今集』離別、八七六）と詠む。定頼の「朝ぼらけ宇治の川霧たえだえにあらはれわたる瀬瀬のあじろ木」の歌 ように、 「 川」の「川霧」を詠む例は多いが、本歌のような取り合わせは少ない。源頼実 和歌の特徴のひとつとして『和 文学大事典』の「頼実 項において高重久美氏は「聴覚など感覚が鋭敏で、 「門田の稲」など表現に新鮮さが見られ、
「源頼実集」注釈稿上
（　　）19


















































刈った芦を運ぶ小舟。【参考】承保二年（一〇七五）八月に開催された「摂津守有綱歌合」に出詠された遠江前司の「難波がたあしかり小船なかりせば水にきえせぬ雪とこそみめ」の歌が本歌と趣を同じくする。 『新編国歌大観』有綱歌合の解題で、上野理は「秋の季題と恋題の小規模な歌合で おそらく有綱が側近の者を集めて行った歌合であろうが、和歌六人党の作風に通じる作歌水準 高い作品 集めており、和歌史上注目に価する。 」と述べる。こ 遠江前司が誰か不明だが、本歌の影響を受けているか　
梅津の地には、本集
73の歌の詞書「右大弁のさそひ給ひしかば、む
めづにまかりて、河辺水秋夕風」とあるように、源資通らも訪れ詠歌をものしている。 和歌六人党周辺の 人たちの詠 活動 想像され
うちのせざいほりに
52ここのへにうつしうへつるしるしにはひさしくにほへ野辺の秋はぎ
【通釈】内裏の前栽掘りに（詠んだ歌）
宮中に幾重にも移植したその証としていつまでも美しく咲け秋萩よ。
【語釈】〇??
　
内裏。〇?????
　
前栽掘り。〇????
　
宮中
の意と幾重にもの意味を掛ける。〇???????
　
いつまでも美し
い花を付けよ、といいながら内裏の主人である帝を言祝いでいる。〇???
　
原本には「かぜ」とあるが、文意及び他本から「はぎ」と改
めた。
